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1. 研究概要 

 
	近年日本でも注目を集めているグリーンインフラストラクチャー（以下グリーン

インフラ）の経済評価は、価値の「見える化」を促し政策等意思決定の指標とな

るため重要なものとなっているが、実際まだあまり行われていない。そこで、本

研究では洪水ハザードが確率別で整理されている滋賀県の高島市に着目し、生態

系減災（Eco-DRR）の考え方をもとに、ハザードと地価の影響を評価しグリーンイ

ンフラの導入可能性及びその経済的な価値についての推定を行う。また、その結

果として得られたデータをもとに事前復興の際の街の防災・減災機能や、都市に

おけるグリーンインフラ（特に生態系減災）の重要性などに関して提言を試みる。	

 
 

2. 今学期の活動内容と今後の展望 

 
主に研究手法の検討と学外発表を行った。手法については、研究新規性も加味

した上で、ハザードと地価の関係をヘドニック法で算出しようと試みている。現

在の結果としては、国土数値情報から得たデータを元に高島市でのハザードと地

価の関係性の評価が完了した。高島市の公示地価データと計画洪水域のハザード

マップでは、地価とハザードの間に有意な関係性が見られなかった。以上より、

今後は対象地域を拡大、さらにハザードについても確率別のものを用いて優位性

の検証を進めて行く。それが完了次第、Eco-DRRとのつながりについても研究を
進めて行く予定である。 
また学外では、11月に行われた ORFや 12月に行われた日韓交流農村計画学会

セミナー、また 2月に福井県若狭で行われたシンポジウムにてポスター発表を行
った。全ての機会において今後研究を進めて行く上で重要なアドバイスをいただ

いたので、それも活かして研究を進めたい。 



 

図 高島市におけるハザードと公示地価の GIS情報 

背景図：国土地理院（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html） 

想定浸水深および地価地点データ：国土数値情報（	 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/	 ） 
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